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【研究の概要等】 

骨形成に必須と考えられる骨格系骨髄幹細胞の微小環境、ニッチについては、尚不明の点が多い。さ

らにこの幹細胞が分化して可能となる骨の形成に関わる骨芽細胞の転写制御においては現在知られて

いる必須の2つの転写因子以外には不明でそのネットワークの解明は十分でなく、特に成熟骨芽細胞規

定因子に対する研究の進展を必要としている。また全身性の骨の制御機構の中でこれまで示されてきた

ホルモンやサイトカインの制御に加え骨吸収と骨形成の双方を制御する神経系の支配の存在が申請者

らの研究により示唆されているが、神経系による破骨細胞制御の骨への関与の存在とその機構はなお不

明である。さらに、骨関節の再生医科学的な再構築を目指す治療の観点からは、細胞とともに骨形成促

進因子などを有効かつ医療経済学的な観点からも適切に投与することを可能とする新たなデリバリー

システムの組織再生医工学的な開発が必要となっている。本研究ではこれらの点を検索する。 

 
【当該研究から期待される成果】 

本研究によりこれまでその実態が明らかでなかった骨髄の幹細胞の制御機能を骨髄内の複合微小環

境の存在の観点から解明することにより、有効な幹細胞を選別した骨髄細胞の治療への応用に安定した

成績を可能とする新たな展開をもたらすことが期待できる。さらに従来骨芽細胞の分化の過程の中で最

も骨再生を必要とする成体における骨欠損において骨を再生する主体となる成熟骨芽細胞の分化と維

持の規定因子を転写因子およびサイトカインの側面から明らかにすることにより骨の形成による再生

に向けた成体における治療標的分子を明確にし、骨形成・再生を達成することを目指す。 
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